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平成２２年度 使途別の事業実績

Ⅰ 水源のかん養、地球温暖化防止などの森林の持つ公益的機能を高める

森づくり

１ 健全な人工林の整備

健全で活力ある森林を育成するため、間伐の実施、作業道の開設、間伐材の搬出
などを支援しました。

森林機能強化事業、搬出促進事業、ＣＯ 吸収源対策緊急間伐事業、造林補助２

事業等（間伐促進）

◆事業実績：間伐面積 3,368ｈａ

・奥地林等の切捨間伐を実施 間伐面積 582ha

・間伐作業に必要な作業道を整備 森づくり作業道 42,795ｍ

・値段が安いスギ材を搬出し、間伐材を有効利用 搬出材積 6,611㎥

・地球温暖化の防止に貢献するため、経営放棄された荒廃森林

の間伐作業 間伐面積 453ha

・造林補助事業等の切捨間伐へ県民税を充当した事業の推進 間伐面積 2,333ha

２ 多様な森林づくり

松くい虫の被害を受けたアカマツ林の再生や、地域の実情・課題に対応した森林
保全の取組を支援しました。

自然力を活かした森林再生事業、被害松林危険箇所解消事業、市町村提案型森づ

くり事業、森林ＧＩＳ活用推進事業

㎥◆事業実績：伐倒等材積 5,011

・松くい虫過年度被害木等の除去 被害木整理 60ha

・松くい虫被害発生源を除去 伐倒・薬剤処理 1,516㎥

・道路沿い等の危険な松くい虫被害木を伐倒 伐倒・整理 3,495㎥

・松くい虫被害予防で薬剤の樹幹注入 1,968本

・間伐用林業機械を導入 5台

・森林ＧＩＳの利用者端末の導入 6台

人工林の間伐 間伐の完了
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Ⅱ 森林整備を推進するための担い手の確保と木材の利用促進

１ 林業労働者の就労条件の整備、若い担い手の育成

森林の整備を適正かつ持続的に推進するため、林業に必要な知識や技能を要する人

材を育成しました。

（１）森林保全担い手対策事業（ニューフォレスター育成支援事業）

林業事業体が実施する新規就業者の現場研修経費に助成（５年間）

◆事業実績：事 業 体 数 18事業体

新規従業者数 87人

（２）森林保全担い手対策事業（ニューフォレスター創造事業）

県や市町村が管理する森林利用施設の環境整備等の実施による新規就業者の研

修の場の提供

◆事業実績：箇 所 数 23箇所

対 象 面 積 175ｈａ

（３）森林保全担い手対策事業（林業労働安全・安心推進事業）

安全作業を行うための装備・器具等の導入助成

◆事業実績：事 業 体 数 13事業体

導 入 人 数 263人

（４）森林保全担い手対策事業（林業就業者ﾘｰﾀﾞｰ養成研修）

林業に必要な専門的知識と技能を有する優秀な林業作業士の養成

◆事業実績：基幹的林業就業者 ８人

新規就業者に対して林業に必要な知識・技能の研修状況

被害木の伐倒作業 伐倒・整理完了
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２ 木材の利用促進
森林の適正な整備と炭素の貯蔵等による地球温暖化防止に貢献するため、県産材

・木質バイオマスの幅広い利活用を促進しました。

（１）おかやまの木でつくる快適環境整備促進事業

公共施設等において、県産木材を使用した床・壁等の内外装や遊具等の整備を

支援。

観光地や商店街、身近な広場などの公共的な場所に、県産木材を使用した案内

板やベンチ等を設置する場合など地域住民等による自主的かつ計画的なまちづく

りを支援。

◆事業実績：26件 木材使用量 57㎥

木とふれあう快適学習環境づくり事業(２）

子供や保護者等が木の温もりや香り、肌ざわりなど木の良さを実感できる快適

な学習環境を整備するため、県産木材で製作された学童用の机・椅子を県が調達

し市町村（教育委員会）の要望等に応じて小学校へ配置しました。

◆事業実績：64校(1,525組) 木材使用量 35㎥

(３）おかやまの森林資源活用推進事業

・木質バイオマスの利活用検討事業

地域の林業・木材産業界等が行う木質バイオマスの新たな利用開発に向けた検

討を支援しました。

・県産材安定供給体制づくり検討事業

生産から加工・流通に至る県産木材の安定供給体制づくりに向けた検討を支援

しました。

観光案内板（奈義町）（ ）つばくろ保育園 笠岡市

（ ）有漢東小学校 高梁市
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◆事業実績： 岡山県木材組合連合会

（４ 高校生「県産材活用」ＵＤ整備事業）

県産木材を活用し、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）を取り入れた学校の居室整備

を支援し、木材の利用を促進しました。

また、高校生が自ら企画・提案し、設計・施工に取り組むことにより、森林の働

きや森林保全の必要性、木材の良さについて理解を深めました。

◆事業実績 県立玉野高等学校 木材使用量７㎥

Ⅲ 森林・林業に関する各種情報の提供と森づくり活動の推進

１ 県民への情報提供等

森林の働きや林業の役割、おかやま森づくり県民税を活用した取組などについて、

県民の皆様に分かりやすくお知らせしました。

おかやま森づくり情報発信事業

事業実績：① 各種広報媒体の活用◆

・新聞への記事掲載 ３回
・林政課ホームページによる広報 通年

② パンフレット、ポスター等の活用
・パンフレット、ポスターの配布 23,000部
・街頭ＰＲの実施 28回

検討会

旧物理教室および準備室を生徒の安らぎの空間として多目的ルームに改修
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新聞への広告掲載 街頭ＰＲの実施 パンフレットの作成・配布

③ 「おかやま森の名人」出前講座の開催

・長年森林・林業に携わっている｢森の名人｣による出前講座の開催

・講座回数 ６回

④ 地域で開催されるイベントでのＰＲ
・地域の森づくり普及啓発事業（市町村へ委託） ６地域

２ 森づくりのための人材養成

森林ボランティア等の人材育成を行うとともに、企業等による森づくり活動への支

援や、広く県民の皆様を対象とした森林体験活動を実施しました。

ゆめ・みらい・おかやまの森づくり推進事業(森づくり指導者育成事業）

森林ボランティア活動に関心のある人に初歩的な研修を行い、指導者となり得る

人材を育成するとともに、森林ガイド登録者への指導者のための実践的な研修を行

いました。

◆事業実績：森林ガイド指導実践研修 11名

森林ガイドリーダー研修 78名

指導者実践研修： 森林ガイドリーダー研修：ﾁｪﾝｿｰの取扱森づくりについての講義

３ 県民の直接参加による森づくり

企業等による森づくり活動への支援や、広く県民の皆様を対象とした森林体験活動

を実施しました。

（１）ゆめ・みらい・おかやまの森づくり推進事業(植樹・保育のつどい）

県民参加の森づくり活動を実際に担い得る人材を養成する森林ガイド指導実践研

修と森づくりのリーダーとなり得る人材を養成する森林ガイドリーダー研修を実施

しました。
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◆事業実績：植樹のつどい等の開催 81回

・参加者数：延べ3,862人

・植樹本数： 2,814本

・植樹面積： 2.22ha

・保育面積： 11.30ha

（２）ゆめ・みらい・おかやまの森づくり推進事業(企業との協働の森づくり）

森林保全活動に取り組もうとする企業からの要請に対応するため、市町村等と協

力し活動対象森林を選定するとともに、森林保全協定の締結に向けた調整や、施業

の技術指導等を支援し、森林保全活動に意欲を有する企業の参画を促進しました。

また、こうした活動の環境への貢献度を数値化するため、県が独自に創設した森

林による二酸化炭素吸収量の評価認証制度の「岡山県二酸化炭素森林吸収評価委員

会」の承認により、認証書を交付しました。

◆事業実績：① 企業による森林保全活動への支援

・活動対象森林の選定：235．86ha、38箇所（累計）

・企業と地元等との森林保全協定の締結：１企業

② 二酸化炭素森林吸収評価認証

・ 岡山県二酸化炭素森林吸収評価委員会」の開催：１回「

・岡山県二酸化炭素森林吸収評価認証：３企業､１団体

企業による森づくり活動 森林保全協定の調印式

（３）みどりの大会開催事業

みどりの少年隊をはじめとする児童・生徒及び関係者らが一堂に集まり、自然観

察など様々な野外体験活動を通じた交流を行い、森林をはじめとするみどりの大切

さを楽しみながら学び、将来にわたってみどりを守り育てていく心を育む契機とす

るため「みどりの大会」を開催しました。

◆事業実績:みどりの大会の開催１回 参加人数 延500人

森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる植樹
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緑化運動ポスター入賞者の表彰 みどりの少年隊活動発表

記念植樹 野外体験活動


